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新型コロナウイルス感染拡大から見えてきたもの

理事長 長岡 雄一
ナガオカ ユウイチ

ここにきて、世

の中の人の動きが

活発化している雰

囲気があります。

多くのイベントが

再開され、イベン

トの人数制限も緩

和されてきました。

マスクも「着けなくてよい」場面が公的に

宣言され、そのせいもあってか、以前に比

べるとマスクを着用しない方の存在も目立

ってきました。

私はどうかと言えば、マスクを外すのは

家以外ではほとんどないといっていいでし

ょう。もちろん外食の機会もほぼありませ

ん。たぶん、2020 年とほとんど変わらな
い生活を続けています。自分たちの仕事の

ことを考えると、そうせざるを得ないと思

っていますし、この状態でいることに納得

できないこともありません。コロナについ

ては、まだ分からないことが多すぎ、すっ

きりとした気持ちで前に進むことは難しい

と感じています。

さて、どの施設や法人も、2021 年の決
算が出揃った頃かと思います。私が所長を

務める東京視覚障害者生活支援センターも

同様です。2020 年度に比べると、利用者
総数は増えましたし、結果として収入も増

えました。しかし、2019 年度のレベルま
でには戻っていません。2020年度は 4月、5
月とサービスの提供を中止していたのです

から利用者数が前年に比べると減るのは当

然です。このため 2021 年度の利用者数や

収入を 2020 年度と比較することは、あま
り意味はありません。

やはりコロナ以前との比較が妥当だと考

えています。ただ、ここで考えなくてはな

らないことは、このまま障害者総合支援法

のシステムを続けることが適切なのかどう

かということです。

一般の市場経済同様、利用される人の数

が少なければ収入は減り、経営さえも危う

くなります。企業の求人が減り、就職する

障害者数が減り、さらに定着者数が減ると

施設の報酬に跳ね返ってきます。受注が減

り、工賃が減ると施設の報酬に跳ね返ります。

今回の新型コロナウイルスの感染拡大に

関していえば、利用者が減ることは施設だ

けの責任ではないはずです。もちろん行政

がそうした事態に対して無策だったとはい

いませんが、小手先だけの対応では、施設

運営は決して好転していきません。個々の

努力だけではどうしようもない部分があま

りに多すぎるのではないでしょうか。

幸い、ここに来て、就労関係では在宅に

よるサービス提供の適用範囲が広がってき

ました。ただ、これとてコロナの感染拡大

以前から望んで訴えていたことではなかっ

たかと思います。もちろん、社会福祉とい

えども、国の大きな枠組みで考えられるべ

きことだとは思いますが、事は障害をどう

捉えるかという本質にも関わることです。

日常を見直すということであれば、是非と

もこの法律の見直しも含めて先に進むこと

を望みたいものです。

（東京視覚障害者生活支援センター所長）
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ネット社会

常務理事 荒川 明宏
アラカワ アキヒロ

「ネット社会」

と言われるように

なってから、何年

経つのでしょう

か？ いろいろな

ことがネットでで

きるようになり、

便利になったとい

う実感はありますが、逆にネットが使えな

いから不便になったという実感はあまり感

じることが少ないように感じます。

4 月に村田 諒 太選手のボクシングの試
ムラ タ リヨウ タ

合がありました。私はテレビ番組をネット

で検索して、地デジ、WOWOW のどちら

で放映されるのかと調べましたが、見つけ

ることができず、続きは妻に依頼しました。

結局、この大きなイベントは、テレビで放

映されず、YouTubeライブで放映されると
いうものでした。

私はこのとき、いよいよ「ネット社会」

が始まろうとしているのだと実感しまし

た。つまり、「テレビを持っていても注目

の試合すら放送されることがなく、まさに

ネットを使って YouTube で見なくてはい
けない」、これはネットが使えないと生活

が不便になった小さな 1つの例と言えるの
ではないでしょうか？

この 4月に東京・高田馬場にオープンし
たホテルも、「現金での支払い不可」とな

っています。今まで、安さを売りにするホ

テルでは、コスト削減のためにカードのみ

という場所もありました。しかし、大きな

名の売れたホテルでは初めて聞いたので、

とてもショックでした。これも「ネット社

会」の不便な部分が出始めた 1つでしょう。
また、私が使用しているペットのトリミ

ングの店では、支払は「LINE Pay」のみ
となっており、現金を使用することはでき

ません。妻がいつも払っているので困って

いませんが、私にはできるかどうか少し不

安に感じます。

今から 4年ほど前に、中国に出張に行っ
た際、やはり現金での支払いはほとんどで

きませんでした。空港の自動販売機で飲み

物を買おうと思いましたが、どのように買

うのかがわかりません。中国人の方がスマ

ホをかざして私にジュースをプレゼントし

てくれました。結局その販売機は現金での

支払いはできないものでした。

今までは「スマホを持つと便利になる」

そのような考え方でしたが、いよいよこれ

からは「スマホを持たないと不便になる」

そんな時代が訪れつつあるのではないでし

ょうか？ その時、視覚障害者はどうなる

のでしょうか？

「使用出来ない人もいるのだから、スマ

ホがなくても便利な社会にしよう」、そん

な時代に逆行するような話には決してなり

ません。レコードが CD に置き換わり、今
はネット配信へと変化しました。そのよう

に時代は常に新しいものへと流れて行きま

す。そして、このネット社会においては、

その速度がものすごい早さで変わって行き

ます。視覚障害者ももっと積極的にスマホ

に取り組んだ方が良いのかも知れません。

（株式会社ラビット代表取締役社長）
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視覚障害者の歩行を考える

常務理事 吉川 明
ヨシカワ アキラ

「外に自由に出かけられるのは、誰にと

っても素晴らしいこと。それは目の見えな

い人、見えにくい人にとっても。

『行ってきます！』をすべての人へ。日

本盲導犬協会は盲導犬や白杖の訓練指導を

無償で行っています」。

これは 2021 年 7 月 1 日から 1 年間放映
されている AC 広告です。とても素敵な広
告だと私は思います。

残念なことに、自立支援施設部会盲導犬

委員会発表の 2022 年 3 月末の盲導犬実働
数は 848 頭で、1 年間の育成頭数は 113頭
（代替：83頭、新規 30頭）と育成頭数は 10
頭増えたものの、実働数は 13 頭減りまし
た。実働数の変化を見ると、2000 年度末
の 875頭から毎年平均 22頭増加し 2009年
度末には 1,070 頭に。その後 12 年連続平
均 19 頭ずつ減り続けています。減少の最
大の原因は、新たに盲導犬歩行を始める人

「新規」ユーザーの減少です。

視覚障害者が歩く方法には、「盲導犬」

の他に、「白杖」と「手引き（同行援護）」

があります。お聞きすると、白杖訓練の希

望者は横ばい、同行援護の希望者は増加し

ているもののガイドヘルパー不足になって

いるとのことです。「歩く、外出する」希

望は減ってはいないのだと思います。

テレワーク、WEB会議、PCで買い物な
どデジタル化が急速に進み、外出しなくて

も生活できる社会に急速に変わり、コロナ

禍で視覚障害者が安全に外出しにくくなっ

たにも関わらず、「歩く、外出する」希望

は減っていません。ただ、歩く方法の希望が

変わってきています。その要因は、中途失明

者、ロービジョン、高齢化だと思います。

「歩く」は、人間が心身ともに健康に生

活する基本です。高齢者が足を骨折すると

死につながると言いますが、肉体的な衰え

を加速するだけでなく、歩かなくなると意

欲が減退します。心の健康をも蝕みます。

私がいうまでもないことですが、視覚障

害者にとって「歩く」ことは重要であり、

「困難」が伴うことでもあるのです。

「訓練による歩行技術取得」という困難

が伴う白杖歩行、「訓練」と「犬の世話」

という困難が伴う盲導犬歩行（ペット以上

のパートナーを得る喜びもある）。「困難」

はありますが、行きたいときに行けること

は、健康と喜び・生きがいをもたらしてく

れます。この「困難」を視覚障害者、訓練

事業者、安全歩行インフラと心のバリアフ

リーの 3方向から乗り越える取り組みが進
むことを心から願っています。

（日本盲導犬協会顧問）

2021年度 盲導犬育成頭数

育成頭数 実働

新規 代替 計 頭数

北海道盲導犬協会 6 4 10 81

東日本盲導犬協会 2 4 6 30

アイメイト協会 3 15 18 186

日本盲導犬協会 5 30 35 242

中部盲導犬協会 3 2 5 41

日本ライトハウス 6 11 17 128

関西盲導犬協会 0 9 9 59

九州盲導犬協会 4 3 7 47

兵庫盲導犬協会 0 3 3 15

日本補助犬協会 0 2 2 14

いばらき盲導犬協会 1 0 1 5

合計 30 83 113 848

日盲社協自立支援施設部会盲導犬委員会 2022.3.31
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誌上慶祝会

肥後正幸氏の厚生労働大臣表彰を祝す

日盲社協理事長 長岡 雄一
ナガオカ ユウイチ

創業以来 90 年を超える歴史を持つ東京
点字出版所。第 2次世界大戦をはさんでの
事業継続はご苦労の連続ではなかったかと

推察されます。

その長い歴史を持つ東京点字出版所を引

き継いだのが、2004 年に理事長に就任さ
れた肥後正幸さんです。時代は点字からパ

ソコンというデジタルの時代。以前、同出

版所にお伺いした際、点字教科書の需要も

減り、かつて図書であふれていた出版所の

フロアも、空いている場所の方が広くなっ

たと教えられました。しかし一方で、点字

用紙という「紙」が醸し出す独特の雰囲気

に息を呑まされたことを記憶しています。

点字の書籍を作る過程ででてくる様々な匂

いや、音などが混ざり合っての雰囲気でし

ょうが、さらに歴史の重さもひしひしと感

じさせられました。

現在、この東京点字出版所を率いておら

れる肥後さん。穏やかな雰囲気のどこに、

この歴史を背負っているのかは分かりませ

んが、出版所を建て替えたり、多くの出版

物を生み出すエネルギーの源泉は、その穏

やかさかもしれないと思ったりもします。

実は、自立支援に身を置いていた私にと

っては、点字の出版は比較的縁遠いもので

もあります。出来上がったものにしか触れ

る機会はありません。もちろん自身でも点

訳を行ったりはしますが、書籍になるレベ

ルには程遠いものです。そうした身からす

ると、肥後氏のすべてに畏敬の念を感じざ

るを得ません。

また一方で、点字印刷機の窮状を訴える

ときに見せる表情や語られる言葉には、鬼

気迫るものを感じることもあります。こう

した硬軟両者の使い分けは、ご本人が意識

しているのか否かに拘わらず、周囲の者の

信頼感にもつながっているのだろうと思い

ます。

時は、点字考案 200 年に向けて最後の 3
年に差し掛かりました。「点字」という文

化は決して絶やすことのできないものであ

るにもかかわらず、なかなかそれを声高に

叫ぶ機会も少ないように思います。肥後さ

んには、今後、「点字」という文化の担い

手のお一人として、ますますのご活躍をお

願い致したいと思います。

肥後さん、厚生労働大臣表彰、おめでと

うございます。
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第70回全国盲人福祉大会は

オンライン（ハイブリッド）で10月28日に開催

今年の第 70回全国盲人福祉施設大会は、
昨年に引き続き主管は日盲社協法人本部

で、新型コロナウイルス感染症対策を二重

三重に講じて、昨年同様（上記写真参照）

東京視覚障害者生活支援センターを配信会

場に、Zoom を活用したオンラインによるハ
イブリッドで 10月 28日（金）に開催する。
ただし、昨年は午後 1 時～午後 4 時 40
分の半日の開催であったが、今回は時間を

延長して午前 10時～午後 4時 30分の日程
で行う。

内容はまず午前中に講演Ⅰとして、理化

学研究所から「理研ベンチャー」として認

定されている株式会社ビジョンケア代表取

締役社長で、網膜変成疾患・黄斑部疾患と

再生医療研究の第一人者で、従来、再生不

可能と考えられていた網膜再生医療技術の

研究・開発に取り組んでおられる眼科医の

高橋政代医学博士による講演。

次いで講演Ⅱとして、弁護士の日本視覚

障害者団体連合竹下義樹会長による講演。

その後、事前に 5部会（点字出版部会、
情報サービス部会、自立支援施設部会、生

活施設部会、盲人用具部会）が、オンライ

ン等により開催した事業部会の報告を行う。

最後に式典で、主催者と来賓によるあい

さつ、ボランティアと援護功労者に対する

感謝状贈呈、永年勤続職員に対する表彰、

「アピール」等の採択を行う予定である。

大会日程

時間 事業内容

09:00～ 10:00 受付／ Zoom接続準備
10:00～ 10:15 開会式・

オリエンテーション

10:15～ 11:45 講演Ⅰ 高橋政代博士

13:00～ 14:30 講演Ⅱ 竹下義樹会長

14:45～ 15:15 各事業部会発表
15:30～ 16:30 式典：表彰、来賓祝辞、

アピール文採択
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わが施設の今

第 7回 日本ライトハウス点字情報技術センター

社会福祉法人日本ライトハウス

点字情報技術センター情報技術顧問 福井 哲也
フク イ テツ ヤ

日本ライトハウスの創立者岩橋武夫が、

大阪市の自宅で仲村製点字製版機と手回し

点字印刷機を購入し、エスペラントの手引

書などの点字出版を開始したのが 1922年。
当時は「点字文明協会」と称しましたが、

これが日本ライトハウス創業の年で、今年

100周年を迎えました。
1932 年に、点字図書無料貸出事業（点字

図書館）を開始。1935 年、大阪市阿倍野区
にライトハウス会館が完成し、視覚障害者

福祉に関わる各種事業を展開してきまし

た。現在、法人本部と視覚障害リハビリテ

ーションセンターは大阪市鶴見区今津にあ

りますが、点字出版部門は 1991 年に、そ
こから徒歩 20分ほどの東大阪市森河内に 4

階建ての現在の社屋を建設し、点字情報技

術センターとして事業を継続しています。

当センターの主力事業は、視覚支援学校

で使用される点字教科書の製作で、高等部

普通科は 1954年、理療科は 1956年、小中
学部は 1958 年から、幅広い教科の教科書
を手掛けてきました。教科書以外では、児

童書・一般書、自治体広報誌、電気料金通

知書、点字サインなど様々な仕事をしてい

ます。触図製作も早くから取り組み、1957
年に固形点字印刷で製作を開始した「社会

科地図帳」は、1982 年からは発泡印刷シ
ステムに切り替え、現在も全国の視覚支援

学校等で使用されています。1970 年には
導入したばかりのサーモフォームにより、

「万博点字会場案内」を製作しました。

コンピュータ技術の活用では、1980 年、
大阪大学末田 統 先生の指導を得て、8ビッ

スエ ダ オサム

トマイコンと小林鉄工所製自動製版機によ

る点字自動編集・製版システム（BRED-68）
を日本で初めて実用化しました。2008 年か
らは、Windows パソコンと仲村点字器製作
所製自動製版機による後継システム

（WinBred10）が稼働しています。近年は、
パソコンと 3 次元造形機による触察模型製
作の研究も行っています。一方、作図機で

亜鉛板に一点ずつ打刻する触図製作や点字

印刷など、私たちの仕事は多くの人の技に

より支えられています。私たちは今後も、

人の技とテクノロジーを車の両輪とし、良

質の点字図書等の製作に努めて参ります。
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ウクライナの視覚障害者支援

―― 日盲委がWBUと連携して実施 ――

本年 2 月 24 日、突然ロシア軍がウクラ
イナに侵略を開始して以来、多くの人々が

犠牲になっており、視覚障害者もその例に

漏れない。そこで日本盲人福祉委員会（日

盲委）は WBU（世界盲人連合）と連携し
て、ウクライナ視覚障害者支援を開始した。

当事者による支援活動も

ウクライナ第 2の都市人口 180万人のハ
ルキウ（ハリコフ）は、ウクライナの北東

部にありロシアに比較的近いため侵攻開始

から連日激しい攻撃にさらされた。このた

め多くの市民が逃げたが、周辺では多くの

障害者が逃げ遅れ、砲撃が激しくなった 3
月 1 日にも老人や障害者を含む 50 万人の
市民がハルキウに残っていた。

ハルキウ市内にあるウクライナで最も歴

史のある V．コロレンコ寄宿制盲学校（コ
ロレンコ盲学校）は、3 月 1 日に生徒が地
下室で昼食をとっているときに砲撃され

た。爆風により豪壮な 3階建て校舎のすべ
ての窓やドアは、枠ごと吹き飛ばされ、ガ

ラスの破片で校長が頭を負傷したが、生徒

達は無事だった。

危機感を持った同校は、全校生徒 186人
を実家に帰し、その中の 35 人がポーラン
ドの首都ワルシャワ近郊にあるラスキ視覚

障害児教育センター（ラスキ盲学校）に避

難した。

このような混乱の最中、米テキサス州出

身の視覚障害者ローレル･ウィーラーは、

ウクライナの視覚障害難民を支援するため
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にフィンランドのヘルシンキからワルシャ

ワに駆けつけた。彼女は米オクラホマ大学

でロシア語の学位を取得し、現在、フィン

ランドのヘルシンキ大学ロシア語研究科修

士課程に在学中だ。30 歳の彼女は、ロシ
アを含む多くの国々の視覚障害者を支援す

るために 2017年にローレル･ウィーラー財
団を設立したが、現在は、ウクライナの視

覚障害難民支援に傾注している。

ワルシャワでウィーラーは、旧知のウク

ライナ出身の視覚障害者オルガ･マーラー

と再会した。マーラーはウィーラーが 12
歳のとき、交換留学生としてテキサスにや

ってきた。そして全盲同士意気投合して、

姉妹のように仲良くなった。その後、マー

ラーはオーストラリア人と結婚して 9年前
にオーストラリアに移住した。しかし、ロ

シアによるウクライナ侵略の報に接し、い

てもたってもおられず、彼女は夫や息子と

一緒にワルシャワに来て、ウクライナ難民

の支援を行っている。彼女はコロレンコ盲

学校の卒業生なので、ウクライナの視覚障

害者の実情も分かっており、ウクライナ語、

ロシア語に加え英語も堪能なので、非政府

組織（NGO）と難民の橋渡しもできる。
マーラーの両親も視覚障害者だが、80 代
と高齢であるため住み慣れたハルキウを離

れるつもりはない。このように様々な事情

で、避難したくても避難できない視覚障害

者も多く、それらの人々への支援も課題だ。

ウィーラーは、難民に食料、衣類、その

他の支援を提供する NGO が、「障害者が
特定のニーズを持っていることを理解して

いない」ことを懸念して、「NGO には柔軟
性が必要です。私たちは、健常な難民には

必要ではないかもしれない有効なものを提

供する必要があります」と主張して支援活

動を行っている。

彼女はブログで、ポーランドのラスキ盲

学校に 2人の子供を連れて逃げてきたアン
トニナを紹介している。彼女たちはポーラ

ンドに逃げる前に教会に隠れていたとい

う。彼女の息子の一人は全盲で、コロレン

コ盲学校ではうまく適応していたが、言葉

や文化が違う環境でうまくいくか今後を心

配している。

ワルシャワでウィーラーは、ウクライナ

の首都キーウ（キエフ）から 5歳の娘を連
れた強度弱視で妊娠 6ヶ月のオルガと全盲
のデニスのカップルにも出会った。しかも

この夫婦は、なんと 5匹の猫と 2匹の犬も
連れて避難してきたので大変な苦労をした

ようだ。オルガは英語教師で、デニスは触

読校正者なので、ウィーラーは彼らが仕事

を続け、重要な情報にアクセスするために

iPhoneと点字ディスプレイを提供した。
このように当事者による個人ベースの支

援活動も精力的に続けられている。もちろ

んこれらの活動も大切だが、それらと平行

してウクライナの視覚障害者全体をカバー

するためには組織的な支援も欠かせない。

ちなみにウクライナの一人当たり GDP
は 4,827 ドルで、これに対してロシアはそ
の 2.5倍、ポーランドは 3.7倍、日本は 8.1
倍で、ウクライナは大穀倉地帯であるにも

かかわらずヨーロッパの中ではとても貧し

い国だ。しかも都市部の多くが廃墟となっ

ており、国際移住機関（IOM）によると、4
月 19日現在約 500万人が国外に逃れた上、
約 770 万 7,000 人がウクライナ東部からリ
ヴィウなどの西部へ避難しており、ウクラ

イナの総人口 4,159 万人のうち、国内外へ
の避難民は計約 1,270 万 7,000 人に上ると
推計されている。以上、敬称略。
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WBUウクライナ協同基金

WBU に加盟するウクライナ盲人協会
（UTOS）は、視覚障害者のために国内外
の避難所や避難列車など交通に関する情

報、食糧や医薬品等の提供を行っている。

また、再定住に向けた相談支援なども行っ

ているが、事態は日に日に深刻さを増して

いる。

WBU ではこうした事態を踏まえ、3 月
20 日付でウクライナの視覚障害者を支援
し、ロシアのウクライナ侵略を強く非難す

る声明を発表した。同時にウクライナにい

る視覚障害者や他国に避難しているウクラ

イナの視覚障害者を支援し、紛争後の生活

の再建を支援するために、「ウクライナ協

同基金（Ukrainian Unity Fund）」を設立し
て広く寄付を呼び掛けている。

戦争と障害は悲劇的なまでに結びついて

いる。夥しい数の負傷者を生み、衛生を保

つことや十分な治療を受けることが難しい

ために感染症や回復の遅れ、病気の進行な

どで失明に至る可能性が高くなる。非常時

や紛争時には常に障害者がより多くの苦し

みを味わうことになり、避難の際に取り残

されたり、避難先においても交通、通信、

情報へのアクセス障害により、その困難は

さらに強まっている。

WBU は、救済活動に関わるすべての政
府および援助団体に対し、ウクライナの視

覚障害者が忘れ去られないよう、障害者を

含む戦略を策定するよう要請している。

WBU は「ウクライナ協同基金」を通じ
て寄付を集め、欧州盲人連合などのパート

ナーと協力し、最も必要とされるところに

資金を振り分け、救援活動の支援や、危機

が去った後のウクライナ視覚障害者の立ち

直りに直接役立てたり、盲学校が必要な備

品を入手できるよう支援するなど、最終的

な復興に向けた支援を行っている。

日盲委の取り組み

日盲委は、WBUの声明の趣旨に賛同し、
ウクライナの視覚障害者支援のため下記の

要領で寄付を募集し、WBU ウクライナ協
同基金に全額送金することにします。

みなさんからのご寄付は短期的には視覚

障害者の救援活動に、中長期的には生活訓

練や支援機器の提供、精神的なサポートな

ど、ニーズに沿った支援に役立てられます。

なお、日盲委は税額控除対象法人です。

寄付の受付期間は、令和 4年（2022年）4
月 15日～ 8月 31日
寄付方法①：郵便振替 口座番号

00190-3-587919、口座名義:社会福祉法人日
本盲人福祉委員会

※振替払込用紙をご希望の方は日盲委事

務局（03-5291-7885）までお申し付けくだ
さい。

※他の金融機関からの振込の場合は、ゆ

うちょ銀行〇一九（ゼロイチキュウ）店、

当座 0587919
※振込手数料はご負担ください。

寄付方法②：クラウドファンディング

（オンライン決済）、インターネットによ

り http://ncwbj.or.jp/4Ukraine にアクセスし
て、クレジットカードまたは銀行振込によ

り送金してください。

集まった支援金は、全額 WBU ウクライ
ナ協同基金に送金します。

活動報告は随時、日盲委ホームページ

（https://www.ncwbj.or.jp/）に掲載します。
以上、ご協力をお願いします！
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通い慣れた踏切の死角

―― 近鉄踏切事故を検証する ――

日本盲人福祉委員会評議員・災害担当／視覚障害

者の歩行の自由と安全を考えるブルックの会代表 加藤 俊和
カ トウ トシカズ

4 月 25 日（月）奈良県で痛ましい踏切
事故がありました。全盲の高垣陽子さん

タカガキヨウ コ

（50 歳）が近鉄の特急に接触して亡くな
られました。

ご冥福を心よりお祈りいたします。

この事故については、いろいろと報道も

され、近隣住宅の防犯カメラの映像も明ら

かになっています。私も 4 月 28 日と 5 月
25 日に現場の検証を行うとともに、情報
の収集に努めてまいりました。今回の事故

について明らかになったこと、及び視覚障

害者の踏切事故を防ぐためには何が必要か

について報告いたします。

1 踏切と事故の状況

(1) どのような踏切か

この踏切は、奈良県を南北に走っている

近鉄橿原線の「近鉄郡山駅」の南約 200m
カシハラ

にある警報機・遮断機付きの小さい踏切で

す。東西に直角に交わる東行き一方通行の

道路は歩車道の区別どころか車 1台がやっ
と通れる狭さなのに 10分間に 50台以上と
車の通行量はかなり多く、車が来ると人は

道路端に避けて車の通過を待たなければな

りません。人の通行は車の 5分の 1以下で
10分間以上誰も通らないこともよくあり、
「声かけ」は期待ができない踏切です。

踏切の幅は 4.7m で遮断機のバーからバ
ーまでは 8.2m です。なお、遮断機のバー

の装置は、高垣さんが踏切に入った西側は

南の隅、向こう側の東側は北の隅にあり、

警報音が鳴って赤色点滅する装置は、どち

らも南側についています。

(2) 事故の状況

事故が起こったのは、4 月 25 日月曜日
の午後 6 時 13 分でした。この日の日没は
その数分後ですが、奈良盆地は少し早く暗

くなり、雨の直前でどんよりと曇っていた

ので、事故時の踏切は徐々に暗くなってい

く途中でした。

近鉄の線路は踏切の南約 370m の所で少
し曲がっています。この踏切では、警報が

鳴ってから約 10 秒でバーが動き始め 6 秒
後にバーが閉まります。京都行き特急電車

の運転手は、バーが閉じてから 10 数秒後
に、この曲がり角を過ぎたと思われます。

そして、踏切内の高垣さんを発見し、警笛

を鳴らして急ブレーキをかけ、その約 10
秒後に現場を過ぎてから止まったと推測さ

れます（踏切内の人を見つけてブレーキを

踏むまでに 2、3秒はかかり、時速約 100km
の電車が止まるには 400 ～ 600m の距離が
必要です）。

(3) 映像から推測する事故の原因

今回の事故では、高垣さんの様子が映る

映像があり NHK でも放映されたので、事
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故直前までの様子がある程度分かりまし

た。ただ、防犯カメラの映像で解像度は低

く、設置場所の関係で踏切内での見える範

囲は斜めに遮られていました。

映像では、高垣さんは西から東へ、道路

の左端（北側）の白線の車道よりを、白杖

の 2点歩行によってまっすぐに歩いていま
す。踏切の手前 8m ほどのところで、白杖
を左手に持ち替えて突かずに下げて持ち、

右手は後ろポケットから何かを取り出して

右手に持ったまま踏切の中央部を過ぎると

ころまで進まれています。この間は白杖を

突いていないのですが、ほぼまっすぐ一定

の速さで歩いています。

複線の 4 本のレールを超えたあたりで
警報機が点滅して高垣さんは立ち止まり、

いったん左端（踏切内の北側）に行き、

少し戻って立ち止まられたところまでが

報道の映像でした。その後、10 秒ほど立
ち止まられてから体の向きを西方向に変

え、戻ろうとされたらしいことが明らか

になっています。

映像だけで断定することはできません

が、踏切の警報機が点滅し始めてから、踏

切内に 10 秒以上立ち止まっておられたの
は確かです。踏切の手前にいると勘違いさ

れていて、電車の警笛が鳴ってから勘違い

に気付かれ、戻ろうとして事故に遭われた

可能性が高いと思われます。

2 事故は防げなかったか

(1) 「踏切内」の手がかりは

三つあったが

この踏切の「踏切内」かどうかの手がか

りとしては次の三つがあったはずでした。

なお、イ．とウ．については、地元の視覚

障害者団体の粘り強い運動によって、2005
年に実現したものでした。

ア．この踏切の部分は 20cm ほど盛り上
がっています。しかし、今回の高垣さんの

ように西から進むと、道路から徐々に上が

っているため感じとりにくいようです。

イ．踏切に入る道路の両側両隅の 4 か
所に 30cm 角の点字ブロックが各 4 枚正
方形に貼られていましたが、その後のメ

ンテナンスがされておらず、歩行に必要

な部分は剥がれたり激しく摩耗したりし

ていました。

なお、事故後の視覚障害者団体の強い要

望によって、5 月 24 日に、この 4 か所の
点字ブロックは 6枚に広げて敷き直され、
足で明確に分かるようになりました。

ウ．踏切内の路面には高さ 1.5mm 程度
の凹凸のある硬質ラバーが貼られていまし

た。でも、タイヤによる摩耗などで、歩行

速度が早いと気付きにくくなっていたと思

われます。

(2) なぜ踏切内と気付かなかった？

高垣さんは、現場から約 2km の奈良県
立盲学校の出身で、実家はこの踏切の西側

にあって治療院は東側にあり、かなり通り

慣れておられたようです。事故のときも、

途中で白杖を浮かして歩く部分があったの

に、すたすたとけっこう速く歩いて進まれ

ていることからも、よく通り慣れていた道

路であり、あまり意識せずに歩いていたた

めに踏切内に入ったと思っていなかった可

能性があります。なお、スライド歩行なら

踏切内と分かったのではないか、という意

見もありますが、この周辺道路は凹凸が多

く、スライド式がよいとは一概に言えない
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と思われます。

3．今後の踏切事故対策は？

今回のような踏切事故から命を守るため

にはどうしたらよいのでしょうか。ハード

面とソフト面の両方から考えてみたいと思

います。

(1) 踏切前や踏切内の点字ブロック

踏切に入る手前の警告用点状ブロックが

必要なことが今回の事故によってより明ら

かになりました。少なくとも視覚障害者が

よく利用する踏切については敷設ししっか

りとメンテナンスするように要望していく

ことが必要と考えられます。

「踏切内の歩行部分にエスコートゾーン」

については、視覚障害者の強い要望によっ

て、2010 年に豊中市の阪急の踏切で実現
し、大阪府内では計 5か所の踏切に敷設さ
れています。なお、「エスコートゾーン」

については、その形状の JIS 化すらされて
いませんので、早期に規格化することも必

要です。

(2) 踏切の警報音を鳴き交わし式に

踏切に入ってから、踏切両側の警報音が

95db 以上もの大きな音でカンカンと前と
後ろで同時に鳴ったとき、音の位置や方向

性の判断が困難になります。踏切の内か外

かすら分からなくなってしまった経験を何

人もの視覚障害者が語られています。

横断歩道の音響信号機については、横断

の途中で方向が分からなくなる危険が指摘

されていました。そのため岡山県立大学名

誉教授の田内雅規先生の研究と尽力で、
タノウチマサノリ

2003年 10月に警察庁の通達が出され、「異

種鳴き交わし式音響信号機」に統一されて

きています。

踏切は、横断歩道よりもさらに危険性

が高いので、効果的な鳴き交わし式等を

早急に検討して導入する必要があると思

われます。前と後ろの二つの警報音が区

別できていたら、高垣さんも踏切内にい

ることが察知できた可能性があります。

(3) 踏切利用に関して注意すること

踏切は非常に危険な場所ですので、踏

切を利用する視覚障害者が歩行訓練を受

けられる体制が必要です。視覚障害者自

身も、危険な踏切はできる限り避けるこ

と、そしてどうしても通らないといけな

いときには注意力を高めることが重要に

なります。

なお、今回は映像がニュースに流れ、「高

垣さんはスマホを見ていたのではないか」

と批判する意見も出されています。ただ、

映像の解像度は低くスマホかどうかも明

確ではありません。さらに、全盲の高垣

さんにわずかな視力があったとしても、

スマホなら眼にかなり近づけるか耳に近

づけるかの姿勢になっているのでは、と

も思われ、「スマホを見ているような姿勢」

と断定されてしまう映像公開の怖さも浮

き彫りになりました。

できる限り注意したとしても、視覚障

害者は「位置や方向の誤認」を完全にな

くすことはできません。今回のような悲

惨な事故をなくすためには、踏切は非常

に危険な場所であることを再認識すると

ともに、命を守るための対策をしっかり

と実現していくことがより重要になった

と思います。



令和4年度点字指導員講習会（指導員研修会）

及び認定再試験の開催について

日盲社協情報サービス部会は、従来「点

字指導員研修会」として、①「点字指導員

資格認定講習会」と、②指導員有資格者対

象の「指導員研修会」を、それぞれ 1年お
きに交互に開催してきました。しかしコロ

ナ禍のため、ここ 2年間は「点字指導員研
修会」を開催しておりませんが、今年度は

有資格者対象の「指導員研修会」と「認定

再試験」をともに開催する計画です。

まず、「点字指導員研修会」は、新型コ

ロナウイルスの感染状況を鑑み、指導員有

資格者を対象に Zoom によるオンライン研
修会（Web 研修会）として 11 月 29 日に
開催します。

その詳細は 8月中旬頃に日盲社協加盟施
設宛にお送りします。

点字指導員研修会（指導員研修会）

開 催 日 令和 4年 11月 29日（火）
開催方法 Zoomによるオンライン研修会
受講資格 点字指導員有資格者

定 員 200人
日 程

09:30～ 10:00 受付／ Zoom接続準備
10:00～ 12:00 開講式、講義 1「BESXの

活用促進」

12:00～ 13:00 昼食・休憩
13:00～ 15:00 講義 2「音訳の処理から

学ぶ視覚的要素の説明技

法」（予定）

前回の点字指導員資格認定講習会の不合

格者を対象とした「認定再試験」は、8 月
下旬に対面により実施します。詳細は対象

者個別に 7月初旬に通知する予定です。
なお、新型コロナウイルスの感染状況に

よっては 11 月頃に延期する場合があるこ
とを念のため申し添えます。その場合は、

再度対象者へ通知いたします。

なお、「点字指導員資格認定講習会」は、

来年度の開催を目ざして準備します。Zoom
等によるオンライン研修会が流行しており

ます。しかし、資格認定講習会の後には認

定試験を実施する必要があるためにオンラ

インによる開催は困難なので、対面により

実施する計画です。

つきましては、上記事情をご賢察いただ

き、点訳指導の担当職員ならびに点訳ボラ

ンティアグループの指導者等への周知につ

いて、特段のご配慮を賜りますようお願い

申し上げます。

問い合わせ先

〒 514-0003三重県津市桜橋 2-131
三重県視覚障害者支援センター内

日盲社協情報サービス部会

点字指導員研修委員会委員長大澤 剛
オオサワツヨシ

電話：059-213-7300
FAX：059-228-8425
E-mail：mieten@zc.ztv.ne.jp
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『日盲社協生活施設部会通信』第1号を発刊して

日盲社協理事・生活施設部会長 茂木 幹央
モ ギ ミキ オ

さとう宗幸が歌う「青葉城恋唄」の歌詞

の中にもありますように、季節はめぐりま
ト キ

た今年も暑い夏がやってきました。私が経

営しております盲養護老人ホームひとみ園

の「カラオケ喫茶」では、「ゆきふか」と

いう名称のかき氷の提供を始めています。

「ゆきふか」とは、雪のような美味しい深

谷のかき氷という意味です。

さて、入所施設で構成しております生活

施設部会では、令和 3年度の事業として、
『日盲社協生活施設部会通信』第 1号を発
刊いたしました。何かとお忙しい折にもか

かわらず 13 施設から原稿をお送り頂く事
ができました。それらの原稿の中からは、

それぞれの施設の状況や雰囲気を感じ取る

ことができました他に、入所施設を経営し

ていく上で必要な色々なヒントを得ること

ができてとても良かったと思っています。

令和元年度までは生活施設部会では、会

員施設のうちの一つの施設に当番施設をお

引き受けいただき、毎年一回施設長並びに

職員研修会を開催しておりました。研修会

の内容は、講演が 3題、研修会参加施設の
職員による交流会、施設見学というもので

した。この研修会に参加しますと、研修会

開催地の歴史や風景や風や香りなどに触れ

ることができること、その土地の名物を味

わうことができること、3 人の講師の講演
により考え方や視野が広められること、他

の施設の職員と対面で交流できること、そ

れに当番施設の文化や特色に触れるという

思い出を作ることができたのです。北は東

北から南は九州までの入所施設をお訪ねし

て、映画ドラマのような思い出を作らせて

いただいております。

この研修会を続けていきたいと思っており

ましたが、新型コロナウイルスが全国的に

蔓延しており、これまでのような研修会の

開催は困難となってしまいました。それか

ら、最近は諸事情で施設の経営が悪化して

いるため遠隔地で開催される研修会に職員

を派遣するのは厳しい状況になっています。

そのような理由から、「部会通信による

職員研修」というものをスタートさせたよ

うな次第です。部会通信による研修内容や

情報交換等が会員施設の繁栄にいささかな

りとも貢献できればと願っております。生

活施設部会通信の誌面を充実させることに

つき、関係者のご理解とご協力をお願いい

たします。
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日盲社協社内検定試験（点字技能師）募集要項

第 22 回点字技能検定試験の受験者を募
集いたします。

一昨年は中止、昨年は試験会場が全国 2
か所。社内検定試験もこの 2年間、なかな
か難しい状況に置かれていました。受験者

数はここ数年 80 人前後で推移していまし
たが、昨年は 53 人と大きく落ち込みまし
た。外出に対する不安。試験会場から遠方

にお住まいの方にとっては、移動や宿泊、

そして食事に対しての不安から、受験を控

えられた方も少なからずいらっしゃったと

思います。

本年についても、新型コロナに対する心

配がまったくなくなった訳ではありません

が、感染防止の手立てを講じることで、全

国 3か所での実施にこぎつけることができ
ました。

ご存じの方もいらっしゃるかと思います

が、2025 年には点字考案 200 年を迎えま
す。すでに今年 3月にはシンポジウムの開
催もありましたし、今後も点字関連のイベ

ントは開催されるでしょう。ただ、文化と

しての点字を支えていくには、質の高い点

字を支えていく人材が重要になります。そ

のためにも、社内検定試験を広く世間にも

広め、ご理解いただくことが必要です。

以下に、今年度の開催要領を掲載いたし

ます。

記

1．試験日 2022年 11月 13日（日）

2．時間 9時 30分～ 16時 00分

3．試験会場
東京会場 戸山サンライズ（予定）

大阪会場 玉水記念館（予定）

福岡会場 クローバープラザ（予定）

4．申込期限
2022年 9 月 12 日（月）必着（郵送に限

る）

5．試験科目
学科試験と実技試験の 2科目。いずれか

に合格した方は、次回の検定試験の際に一

部試験免除となります。

6．受験資格
点字経験 3年以上（自己申告。詳しくは、

事務局にお問い合わせください。）

7．受験料 15,000円。
一部試験免除の方は、7,500 円。（第 19

回～第 21回の一部合格者）

8．問い合わせ他
日盲社協のホームページに募集要項、申

込手続・記入方法等が詳しく掲載されてい

ます。

TEL:03-6240-1858
URL http://www.ncawb.org/
Email nichimou.su@feel.ocn.ne.jp

（担当：日盲社協社内検定試験事務局

安田孔二）
ヤス ダ ヨシツグ
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情報化対応支援者研修会

――第12回情報機器コース――

日本ライトハウス情報文化センター 松本 一寛
マツモト カズヒロ

日盲社協情報サービス部会は、令和 3年
11 月 17 日から 3 日間、Zoom を活用した
オンラインで、標記研修会を受講者 37 人
（26団体）で実施した。

1日目（11月17日）

講義 1は、松本一寛（筆者）による「パ
ソコンの基礎 PC-Talker編」
情報機器を利用する視覚障害者を支援す

る初心者が主な対象だが、「Windows 11」
リリースから 1か月後の講習だったので、
スクリーンリーダー「PC-Talker Neo」の
検証に時間が取れずしっかりと説明できな

かった。しかし、視覚障害者がパソコンを

利用するための基本的な概要は網羅した。

講義 2は、松本一寛による「iPhoneの基
礎 VoiceOver編」
視覚障害者の情報機器のトレンドとして

これまで iPhone を取り上げてきたが、今
回は支援者講習会のベーシックテーマとし

て取り上げた。これまでの的を絞った講習

ではなく、iPhone を主としたテーマとし
たため、設定から操作・アプリとすべてを

網羅する内容を組み立てた。

2日目（11月18日）

講義 3 は、品川博之と松本一寛による
シナガワヒロユキ

「アンドロイドスマホと iPhone 徹底比
較！」

今回は、Android を軸に iPhone と設定・
操作・機能などを比較した。Android も
2020年提供開始の OS11からトークバック
のマルチフィンガージェスチャーが使える

機種であれば、従来よりも多くのことがで

きることを理解できる内容だった。だが

iPhone と比較すると文字入力など使い勝
手が難しい部分もあるが、Android ユーザ
ーで見えにくくなった利用者のサポートな

どに活用できる講義だった。

講義 4 は、別府あかね（医療法人旦
ベツ プ ダン

龍 会町田病院）、阪井紀夫（徳島県立障
リユウカイ サカ イ ノリ オ

がい者交流プラザ視聴覚障がい者支援セン

ター）、竹田幸代（日本ライトハウス情報
タケ タ サチ ヨ

文化センター）による「くらし彩るロービ

ジョン ICTケア入門」
これまでの本講習では、ロービジョン向

けの機器や設定などの講義を行ってきた。

しかし昨年度はロービジョン向けの支援を

目的とした講義を組み込めなかったので、

今回は、ICT を活用したロービジョン向け
のテーマを取り入れた。講義は、ロービジ

ョン支援の心構えやポイントなどの概要に

加えてロービジョン向けのパソコンやスマ

ートホンの設定といった技術的内容、実際
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のサポート事例などを紹介した。また、今

年度も Zoom を使ったオンライン形式の講
習会となったが、参加者同士の情報・意見

交換ができる場所を作るためにブレイクア

ウトルームを活用し、講義内容について整

理したり情報交換・交流ができ有意義だっ

た。情報機器の利用支援講習であっても、

情報機器以外の部分にも着目して、組み合

わせて考えることも重要だと思われた。

3日目（11月19日）

講義 5は、清水重人（日本点字図書館）
シ ミズシゲ ト

による「視覚障害者の読書環境」

視覚障害者の読書というと真っ先にサピ

エを思い浮かべるが、それ以外にも視覚障

害者が読書をするには拡大読書器、音声読

書器を使用する方法や iPhone や Android
端末に Kindle アプリをインストールして
電子書籍を合成音声で聴いたり、拡大表示

させる方法もある。今年に入ってポニーキ

ャニオンがサービスを開始した YourEyes
が注目されていたこともあり、今講義は視

覚障害者の読書環境について広範囲に紹介

した。画面共有を活用しながら実際のアプ

リの画面や音声ガイドの様子を確認できる

ようにするなど工夫した内容だった。

講義 6 は、山村友梨子（視覚障害者生
ヤマムラ ユ リ コ

活情報センターぎふ）を司会に「情報交換

会」

昨年度の情報交換会は参加者の自己紹介

でほぼ終えてしまったので、今回はブレイ

クアウトルームでグループに分かれて 3日
間の講習会の感想や質問などを話し合っ

た。実行委員や講師もいくつかのルームに

入って参加者の様子を見て回った。参加者

同士の情報交換が限られた人としかできな

い状況ではあったが、3 日間の講義を振り
返ることができたことはよかったのではな

いだろうか。また、各施設や地域の状況を

情報交換できたことも参考になった。

まとめ

コロナ禍でもあり、今年度もオンライン

での講義となった。講習をより円滑に進め

るために講師、スタッフだけでも集合でき

るようにと思ったが、各施設からの参加と

なった。昨年度の反省をもとに、講義間の

休憩時のスタッフ打ち合わせや連絡など

は、極力参加者に聞こえないようにし、参

加者が講習に集中できるように取り組んだ。

全体を通して、動的講義にすることを目

指し、昨年に比べると受講生参加型講習に

できたと思う。また、情報機器コースであ

っても、技術面だけでなく医療的知識や心

理的側面のサポートの大切さを含めて講義

を通して伝えることができた。

いずれはリアル開催に戻したい講習会だ

が、参加者のアンケートを読むとオンライ

ンを継続してほしいという声も一定数寄せ

られている。情報機器は、実機を触って理

解を深めるという良さを売りにしていた部

分が強かったが、リアル開催だと必要経費

の関係で参加が難しい場合も考慮して、オ

ンライン開催も引き続き検討していく必要

を感じた。

評価の高かった、ブレイクアウトルーム

を活用しての講義には、テーマが違う場合

でも引き続き取り入れていきたい。また、

初心者をメインターゲットとした講義にし

ては難しい内容も多かったという意見もあ

り、今後の講習会に向けて、より綿密な講

習内容・形式を検討していかなければなら

ないと思った。
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令和3年度情報化対応支援者研修会

―― 相談支援コース・基礎 ――

堺市立健康福祉プラザ視覚聴覚障害者センター 原田 敦史
ハラ タ アツ シ

日盲社協情報サービス部会（岡本博美部

会長）は、年に一度、初心者または基礎を

学びなおしたい方向けに「相談支援コース

・基礎」研修会を開催している。今回で 5
回目となった。前年度は新型コロナ感染症

の影響で開催時期を延期するということが

あり、今年度は感染状況に関わらず、当初

からオンラインでの開催を予定していた。

これは前年度のオンライン開催の感想に参

加しやすかったという声が多かったことも

後押しになった。

令和 3年度は、令和 4年 1月 13日（木）・
14日（金）に、令和 3 年度情報化対応支

援者研修会「相談支援コース・基礎」のタ

イトルで、Zoom によるオンライン研修会

として開催した。

1日目（1月13日）

講義 1 は、仲 泊 聡 （ネクストビジョ
ナカドマリサトシ

ン）による「視覚障害とは 眼疾患（最新

の研究、治療）・身体障害者手帳について」

講義 2 は、堀内 恭 子（日本ライトハ
ホリウチキヨウ コ

ウス）による「視覚障害リハビリテーショ

ンとは 視覚障害者リハビリテーションの

歴史と必要性」

講義 3 は、原田美貴（日本ライトハウ
ハラ タ ミ キ

ス情報文化センター）による「視覚障害者

が利用できるサービス 補装具・日常生活

用具の申請、その他のグッズ」

講義 4 は、住吉葉月（神戸アイライト
スミヨシ ハ ヅキ

協会）による「視覚障害者によくある困り

ごととその解決法 見え方・疾患での異な

る問題点」

2日目（1月14日）

講義 5 は、田中桂子（神戸アイセンタ
タ ナカケイ コ

ー病院）による「相談の基本技術 インテ

ークの重要性、傾聴・時間管理、電話での

相談」

講義 6は、原田敦史（筆者）による「ワ
ークショップ」

講義 7は、原田敦史による「理解度確認」

オンラインにしたことで参加者が増える

と予想し、講師とも調整し定員を 5人増や
したが、申込が多く最終的には定員 30 人
で対応することになった。それでもまだお

断りをする人が出た。今回は特に視覚障害

当事者の参加が 5回の内では最も多く、10
人の参加があった。5 回目ということでだ
いぶ研修が浸透してきた印象を受けてい

る。業界の支援者の質の向上のためにも今

後も工夫をしながら開催する予定である。
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令和3年度情報化対応支援者研修会

―― 相談支援コース・応用 ――

東京ヘレン・ケラー協会点字図書館 小倉 芳枝
オ グラ ヨシ エ

日盲社協情報サービス部会は 2 月 24 日
（木）・25 日（金）、4 回目となる標記研
修会を開催した。Zoom を活用したオンラ
インでの実施で、定員（25 人）を上回る
受講希望があり、33 人にご参加いただい
た。

1日目（2月24日）

講義 1 は、清水智子（日本視覚障害者
シ ミズトモ コ

団体連合）による「相談者の身の守り方

セルフケアについて 支援者の健康管

理」

講義 2 は、白潟 仁 （システムギアビ
シラカタサトシ

ジョン）による「最新機器、最新情報提

供(拡大機器を中心に)」

講義 3 は、道面由利香（横浜訓盲院生
ドウメン ユ リ カ

活訓練センター）による「相談者が求め

ること ニーズの把握を事例報告から」

講義 4 は、荒川和子（NPO 法人目と心
アラカワカズ コ

の健康相談室）による「記録の取り方、

まとめ方 基本情報の収集と記載方法」

2日目（2月25日）

講義 5は、原田敦史による「演習 1 聞
ハラ タ アツ シ

き上手になるための実践演習」

講義 6は、金井政紀（日本盲導犬協会）
カナ イ マサノリ

による「盲導犬について 申請方法、取

得基準等について」

講義 7 は、中津大介（東京視覚障害者
ナカ ツ ダイスケ

生活支援センター）による「演習 2 実践

演習 ケースの情報をもとに演習を実施」

講義 8は、小倉芳枝（筆者）による「理
オ グラヨシ エ

解度確認・意見交換・修了式」

まとめ

北海道から沖縄まで全国から参加があ

り、「オンライン開催となったおかげで参

加できた」という声も多く聞かれた。

参加者の職種は情報提供施設や障害者

支援施設の職員、支援団体の相談員、盲

学校教員、眼科医、看護師など。現場で

相談支援に関わっている方、相談という

形ではないが話を聞く場面があるという

方など、様様であった。

オンライン開催だが複数の演習が設定さ

れたこともあり、参加者からは「グループ

で話し合ったり、一人ずつ全員の声を聴け

る時間もあり、オンライン研修に対して違

和感やわずらわしさは感じなかった」「オ

ンラインでも想像以上に集中して参加でき

た」等の感想が挙げられた。

視覚障害に特化した相談支援の研修は

他にないと思われる。今後も、多様な現

場の方々の相談支援技術の見直しと学び

の場として機能できたらと考えている。
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＜訃報＞

元ロゴス点字図書館長

橋本宗明氏の帰天

元ロゴス点字図書館館長の橋本宗明氏が

2 月 18 日、東京都中野区の中野共立病院
で心不全により 90 歳で逝去された。葬儀
（ミサ）は、2 月 21 日、長年熱心に通っ
ていた東京都練馬区のカトリック徳田教

トクデン

会で執り行われた。

橋本宗明氏は、1931 年 7 月 30 日に現在
の新宿区で生まれた。1945 年の終戦時は
旧制中学 2 年生の 14 歳で、強度の弱視で
しかも眼疾を患っていた。それから 2年後
に完全失明したので、官立東京盲学校（現

・筑波大学附属視覚特別支援学校）に編入

学し、中学 3 年生の秋に結核に侵され、8
年間の療養生活を余儀なくされた。

自宅での療養が 5年を過ぎ、結核予防法
に基づき入所した施設は「ベタニヤの家」

というカトリック系の療養所だった。そこ

でキリスト教と出会い「祈り」の生活が始

まった。そして抗生物質を打つことで結核

を完治させベタニヤの家を退所した。

彼は、東京盲学校から国立東京教育大学

附属盲学校へと改称していた母校に復学す

るつもりでいたが、年齢制限の厚い壁によ

り復学はかなわず、都立文京盲学校の高等

部 1年に入学した。
そこで彼は 11 歳下の同級生たちに囲ま

れる。旧制中学 2年まで外の空気を吸って

きたこと、その後 8年間の結核療養中に考
え続け、理論武装していたことにより、彼

は同級生たちに強い影響力を及ぼす。

高等部 3年生で彼はあマ指師の資格を取
り、文京盲学校専攻科理療科に進み針・灸

の資格を取得。1 年間の修行ののち、自宅
を増築して、あん摩針灸治療院を開業した。

1992 年、信仰の深さと幅広い経験を買
われ、財政破綻寸前のカトリック点字図書

館（カト点）の 3代目館長に就任した。
カト点を再建するには、社会福祉法人化

して措置施設として公的財政支援を受ける

ことが最も確実であった。しかし、東京都

内には当時すでに 3カ所に身体障害者福祉
法に基づく点字図書館があり、そこに割っ

て入ることは不可能だと言われていた。

しかし、橋本氏は抜群の記憶力と豊富な

知識、人を魅了する弁舌の巧みさと鋭さで、

ついに「考える図書館」を掲げて、2001
年社会福祉法人の認可を勝ち取る。かくし

てカト点は、社会福祉法人ぶどうの木「ロ

ゴス点字図書館」に改称し、彼は継続して

館長に就任した。まさに不可能を可能にし

たのであった。

2004 年にロゴス点字図書館館長を勇退
した橋本宗明氏は、以後は同法人理事とし

て終生関わり続けた。（編集部）
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日盲社協事務局だより

1．表彰者・受賞者情報

日盲社協理事・点字出版部会長 東京点

字出版所肥後正幸理事長が、日盲社協中
ヒ ゴ マサユキ

央推薦により、第 71 回障害者自立更生等
厚生労働大臣表彰「身体障害者等社会参加

促進功労者」受賞

2．加盟施設変更情報

（1）退会
＜情報サービス部会＞

声の奉仕会マリア文庫

（令和 4年 3月 31日付）

（2）名称変更・住所変更等
＜情報サービス部会＞

日本点字技能師協会 令和 4 年 5 月移転
新住所 〒 160-0022新宿区新宿 7-12-1新宿
平和ビル 1 階 新 FAX：03-6856-2861
電話番号と E-mailは変更なし
ホームページ http://nittenkyo.her.jp

＜盲人用具部会＞

株式会社実業エージェンシー

（2021年 4月 1日本社事務所移転）
本社新住所：〒 601-8469 京都市南区唐

橋平垣町 47番地 1
新 TEL：（075）662-7133
新 FAX：（075）662-7166
東京営業所：〒 169-0075 東京都新宿区

高田馬場 1-31-8 高田馬場ダイカンプラザ

1006号室 TEL：（03)5287-5763
FAX：（03)6228-0226

（4）施設長等変更
＜点字出版部会＞

日本ライトハウス点字情報技術センター

新所長金子研一
カネ コ ケンイチ

福井哲也前所長は情報技術顧問に（令
フク イ テツ ヤ

和 4年 4月 1日付）
＜情報サービス部会＞

神戸市立点字図書館 新館長今枝正臣
イマエダマサオミ

（令和 4年 4月 1日付）
日本点字図書館 新館長立花明彦、長

タチバナアケヒコ ナガ

岡英司前館長は理事長に（令和 4年 4月 1
オカヒデ ジ

日付）

島根ライトハウスライブラリー

新施設長金山和佳
カナヤマ ワ カ

＜自立支援施設部会＞

障害者支援施設洛西寮 施設長田伏久
タ ブセヒサ

士（令和 4年 4月 1日付）
シ

以上、敬称略

事務局からのお願い

日盲社協ホームページの「部会別ペー

ジ」には、全会員施設の法人名、施設名、

住所・電話番号・FAX番号・E-mailアド
レス、およびホームページを持つ施設に

はそのリンクを掲載しています。

また、小誌では上記に加え、施設長の

変更も紹介しております。そこで変更が

ありましたら、その都度、日盲社協事務

局（nichimou.su@feel.ocn.ne.jp）までお知
らせください。
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編 集 後 記

小誌は従来 4 月と 11 月の年 2 回発行し
てきました。そして全国盲人福祉施設大会

は従来 6月に対面で実施してきました。し
かし、コロナ禍のため 2020 年の全国大会
は中止となり、昨年（2021）は 11月 11日
にオンラインを中心に、一部役員が配信会

場で参加するハイブリッド方式で行われま

した。このため従来 11 月に発行していた
号を昨年は 12 月に発行し、本号は 7 月の
発行となりました。ご了承ください。

本年 3 月 23 日、ウクライナのゼレンス
キー大統領が、わが国の国会でオンライン

演説を行いました。その中で「私が大統領

に就任して半年がたったころ、妻のオレナ

が目の不自由な子どものためにオーディオ

ブックを作るプロジェクトに参加しまし

た。このとき彼女がウクライナ語で音声を

吹き込んだのが、日本のおとぎ話だったの

です」というエピソードを紹介し、話題に

なりました。

そのおとぎ話は「桃太郎」と「二ひきの

蛙」ですが、後者は、幕末の心学者柴田
シバ タ

鳩 翁が書いた人の道を説く道話（モラル
キユウオウ

ストーリー）「京の蛙と大阪の蛙」を翻案

改題して民話にしたものです。

原本は、「花の都と音には聞けど、大阪

に少しもちがわぬ、さらばわれらも帰るべ

し」という講談調なので大人向けです。

柴田鳩翁は 1783 年、京都の裕福な商家
に生まれますが、一家は 1788 年の天明の
大火に遭遇して没落し、11 歳の時に京都
の呉服店に奉公に出ます。幼い頃からたい

そう読書を好み、奉公の合間にも貪るよう

に読んで、長じて京都で講談師として活躍

します。以後も読書に励み、江戸中期の思

想家石田梅岩を開祖とする平易で実践的
イシ ダ バイガン

な道徳の教えである石門心学（心学）に出

会い熱心に修行を積み、ついには講談家業

を畳んで、道話を講ずるようになります。

そして講談師の経歴を生かし、面白おか

しく卑近な出来事の例を紹介しながら、心

学が教える人の道を説き近畿地方を中心に

各地を巡講し、心学講話の第一人者となり

ました。

1827 年、44 歳のときに彼は全盲になっ
たので、それを機に剃髪し、号を鳩翁と改

めますが、その後も京都を拠点としつつ各

地への巡回講話を続け、それを子息が筆記

し、1835年以降『鳩翁道話』『続鳩翁道話』
『続々鳩翁道話』として出版しました。

聴衆は町人や農民から武士や公家などへ

と広がり、皇室とゆかりの深い仁和寺門跡

や京都所司代、京都東町奉行、大坂西町奉

行らからもしばしば招かれ進講します。ま

た近畿各地を巡回した際もその地の藩主・

家老などから請われて講話を行っていま

す。1839年 4月の石田梅岩百年祭の際も、
鳩翁が道話を行いましたが、それが最後の

講話となり、翌月 57歳で逝去しました。（福
山博）

情報提供のお願い

本誌に対する情報提供・要望・苦情・意

見・感想は、日盲社協広報委員長福山博宛、

メール（fukuyama@thka.jp）等でお送りく
ださい。お待ちしております。
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本誌は、教職員共済生活協同組合の

助成により作成したものです。


